★名古屋支部例会　　　　　　　2008年6月14日（土）14:00～16:30

会　場：名古屋市北生涯学習センター　第5集会室

参加者：吉田孝次、中谷仁、清野千代子、河原義則、田中利彦、池村俊彦
（6名）
話　題：
1． ガンマ線バーストが捉らえられたという話題（中谷）
2008年3月18日にラス・カンパナスで撮影に成功したとの情報紹介。
2.　木星の最近の注目点(池村)
木星の大赤斑のすぐ右側に小さな赤い渦が近づいています。
3.　オランダの方が撮影したISSの画像を紹介(池村)
「希望」が取り付けられた直後の画像です。

4.　 EUROPE 探査計画について(吉田)
アリゾナ大学で、木星第2衛星ユーロパ表面の氷の厚さは3km程度だとの分析結果の紹介。

5.　アタカマその後(吉田)
ネット上に記事を見つけました。多くの研究があることがわかりました。
6.　ツングースカ～チコ湖について(吉田)

チコ湖は1908年に起こったツングースカ大爆発セカンドインパクトではないかというイタリアのボローニャ大学の研究者の情報紹介。

7 うしかい座流星群について(吉田)
6月27日が極大予定、出現数は期待できないが月明がなく観測条件は良いとの情報。

8 OAA活性化について(提起池村、全員討議)
観望会、講演会、天文教室など、うまくいった事例を天界に掲載してほしい。
詳細は[東亜天文学会　名古屋支部]　「http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/」ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　（報告者　池村俊彦）
